
 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ配向計算のシュミレーション 
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概要 

 ＭｏｎｏｃｌｉｎｉｃのＰｏｌｙｐｒｏｐｙｌｎｅの結晶軸方向（ａ，ｂ，ｃ）配向状態の計算は 

  軸配向であれば、繊維試料台を用いて極点図の外周部分を測定し、計算による方法で解析が行われていた。 

  極点試料台を用いる事で、Ｍｏｎｏｃｌｉｎｉｃの全ての配向状態評価が行われている。 

  本資料では、測定から解析までをシュミレーションしてみます。 

 

測定 

 吸収係数の測定 

  Ｓｉなどの回折線を用い、Ｓｉ試料からカウンターの間に測定試料を入れ、 

  測定試料なしの回折強度Ｉｏと測定試料ありのＩｘを測定し 

  ｕｔ＝－ｌｅｎ（Ｉｘ／Ｉｏ）から計算する。 

  今回はｕｔ＝０．１としシュミレーションを行う。 

 

   反射測定 

  α＝３０から９０度 

  DS=1/4deg（2mm制限）、Schulzスリット取り付け、SS,RS=10mm 

 透過測定 

  α＝０から４０度 

  DS=0.1ｍｍ、SS,RS=10mm 

 

測定されたデータ 

 

 

  

極点図データ処理 

 バックグランド除去 

 吸収補正 

 データの接続 

 

 

 

 

 

 



極点データ処理 

 

 

 

透過反射極点図の結合 

         

 極点処理完了 

バックグランド除去 

吸収補正 



配向関数計算（dataexpnsion） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



配向関数計算をＭＴＥＸで評価し CTRと比較する 

ＭＴＥＸ入力データ作成 

 

 

 

ＭＴＥＸ入力 

  

  

 



ODF計算 

 

［００１］に対するＮＤ，ＲＤ．ＴＤの配向計算 

  

 再計算極点図 

  

  

 ｛０４０｝と｛１１０｝をＥｘｐｏｒｔし、ＣＴＲで計算 



ＣＴＲと比較 

 

 

  MTEX  CTR 

 c-ND 0.1238  0.1250   

 c-RD 0.7627  0.7632   

 c-TD 0.1134  0.1117   

 

 ほぼ一致する。 

 


